
千葉市市税条例の一部を改正する条例、千葉市霊園設置管理条例の一

部を改正する条例、千葉市都市公園条例等の一部を改正する条例及び千

葉市立中学校設置条例等の一部を改正する条例をここに公布する。 

令和４年６月２９日 

千葉市長 神 谷 俊 一 



千葉市条例第１８号 

千葉市市税条例の一部を改正する条例 

千葉市市税条例（昭和４９年千葉市条例第６号）の一部を次のように

改正する。 

第１５条第１項ただし書中「所得税法第２条第１項第３３号の４に規

定する源泉控除対象配偶者」を「所得割の納税義務者（前年の合計所得

金額が９００万円以下であるものに限る。）の法第３１４条の２第１項

第１０号の２に規定する自己と生計を一にする配偶者（前年の合計所得

金額が９５万円以下であるものに限る。）で控除対象配偶者に該当しな

いもの」に改める。 

附則第５条第３項中「４分の３」を「５分の４」に改め、同条第４項

中「附則第１５条第１６項本文」を「附則第１５条第１５項本文」に改

め、同条第５項中「附則第１５条第２７項第１号」を「附則第１５条第

２６項第１号」に、「３分の２」を「２分の１」に改め、同条第６項中

「附則第１５条第２７項第２号」を「附則第１５条第２６項第２号」に、

「４分の３」を「１２分の７」に改め、同条第７項中「附則第１５条第

２７項第３号」を「附則第１５条第２６項第３号」に、「２分の１」を

「３分の１」に改め、同条第８項中「附則第１５条第３０項」を「附則

第１５条第２９項」に改め、同条第９項中「附則第１５条第３４項」を

「附則第１５条第３３項」に改め、同条第１０項中「附則第１５条第

３５項」を「附則第１５条第３４項」に改め、同条第１１項中「附則第

１５条第４６項」を「附則第１５条第４３項」に改める。 

附 則 

（施行期日） 

第１条 この条例は、公布の日から施行する。ただし、第１５条第１項

ただし書の改正規定は、令和６年１月１日から施行する。 

（市民税に関する経過措置） 

第２条 この条例による改正後の第１５条第１項ただし書の規定は、令

和６年度以後の年度分の個人の市民税について適用し、令和５年度分

までの個人の市民税については、なお従前の例による。 

 



（固定資産税に関する経過措置） 

第３条 令和２年４月１日から令和４年３月３１日までの間に取得され

た地方税法等の一部を改正する法律（令和４年法律第１号）第１条の

規定による改正前の地方税法（昭和２５年法律第２２６号。次項にお

いて「旧法」という。）附則第１５条第２項第５号に規定する施設又

は設備に対して課する固定資産税については、なお従前の例による。 

２ 令和２年４月１日から令和４年３月３１日までの間に新たに取得さ

れた旧法附則第１５条第２７項に規定する特定再生可能エネルギー発

電設備に対して課する固定資産税については、なお従前の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



千葉市条例第１９号 

千葉市霊園設置管理条例の一部を改正する条例 

千葉市霊園設置管理条例（昭和３９年千葉市条例第４２号）の一部を

次のように改正する。 

第３条中「平和公園」を「霊園」に改める。 

第４条第１号及び第２号中「平和公園の一般墓地に係る」を削り、同

条第３号中「平和公園の一般墓地に係る」を削り、「承認」を「許可」

に改め、同条第４号中「平和公園」を「霊園」に改める。 

第５条第１項中「市長（平和公園の一般墓地にあっては、指定管理者。

次項、第７条本文、第８条第１項及び第２項、第９条第１項、第１１条、

第１４条第１項、第１５条第１項、第２０条第３項、第２１条第２項、

第２２条第１項、第２３条第１項本文並びに第２４条において同じ。）」

を「指定管理者」に改め、同条第２項中「市長」を「指定管理者」に改

める。 

第７条本文、第８条、第９条第１項、第１１条、第１４条第１項及び

第１５条第１項中「市長」を「指定管理者」に改める。 

第１６条中「市長は」を「指定管理者は、合葬式墓地において」に改

める。 

第１８条及び第１９条第３項中「市長」を「指定管理者」に改める。 

第２０条第３項中「市長に届け出て」を「指定管理者に申請し」に、

「承認」を「許可」に改め、「承継する」の次に「ことができる」を加

える。 

第２１条第２項、第２２条第１項、第２３条第１項本文及び第２４条

中「市長」を「指定管理者」に改める。 

第３２条第４項及び第３３条中「平和公園」を「霊園」に改める。 

   附 則 

１ この条例は、令和５年４月１日から施行する。ただし、第３２条第

４項の改正規定は、公布の日から施行する。 

２ この条例の施行の日前に市長がしたこの条例による改正前の第５条

第１項の許可又は第２０条第３項の承認でこの条例の施行の際現に効

力を有するもののうち、千葉市桜木霊園の施設に係るものは、同日に



おいてこの条例による改正後の第３条に規定する指定管理者がしたこ

の条例による改正後の第５条第１項の許可又は第２０条第３項の許可

とみなす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



千葉市条例第２０号 

千葉市都市公園条例等の一部を改正する条例 

 （千葉市都市公園条例の一部改正） 

第１条 千葉市都市公園条例（昭和３４年千葉市条例第２０号）の一部

を次のように改正する。 

附則第６項中「限る。）」の次に「並びに千葉公園の総合体育館及

び第１駐車場の指定管理者の指定（令和８年３月３１日以前を期間の

終期とするものに限る。）」を加える。 

別表第２千葉公園の項中「体育館」を「総合体育館」に、「午後９

時まで」を「午後９時（バスケットコートにあっては、午後５時）ま

で」に改め、同項に次のように加える。 

 第１駐車場 年末年始以外の

日 

午前８時３０分

か ら 午 後 ９ 時 

３０分まで 

  別表第３千葉公園の項中「体育館」を「総合体育館」に改め、同項  

に次のように加える。 

 第１駐車場 

  別表第９第５項を次のように改める。 

５ 体育館 

（１）専用使用利用料金 

区分 全館 半館 

午前９時から

午後１時まで 

４，５９０円 ２，２９０円 

午後１時から

午後５時まで 

４，５９０円  ２，２９０円 

午後５時から

午後９時まで 

９，２１０円 ４，５９０円 

時間外（１時

間につき） 

２，２９０円 １，１４０円 

（２）個人使用利用料金 



区分 ２時間以内 ２時間を超えた場合１時間

につき 

一般 ２２０円 １１０円 

中・高校生 １００円 ５０円 

小学生以下 ７０円 ３５円 

（３）附属施設利用料金 

区分 金額 

拡声装置 １時間につき ８０円 

椅子 １脚につき １０円 

コインロッカー １回につき １０円 

別表第９第１８項に次の１号を加える。 

（３）千葉公園第１駐車場 

区分 金額 

普通自動車 １時間につき３００円（１日最大

７００円） 

大型自動車 １日２,８００円 

別表第９に次の１項を加える。 

22 総合体育館 

（１）専用使用利用料金 

   ア メインアリーナ 

   （ア）全館使用利用料金  

区分 入場料の類を徴収しない場合 入場料の類を徴

収する場合 アマチュアが使

用するとき 

アマチュア以外

が使用するとき 

午前９時か

ら午後１時

まで 

９，１８０円 ５５，０８０円 ２２０，３２０

円 

午後１時か

ら午後５時

まで 

９，１８０円 ５５，０８０円 ２２０，３２０

円 



午後５時か

ら午後９時

まで 

１８，４２０円 １１０，１６０

円 

４４０，６４０

円 

午前９時か

ら午後９時

まで 

３６，７２０円 ２２０，３２０

円 

８８１，２８０

円 

時間外（１

時 間 に つ

き） 

４，５８０円 ２７，５４０円 １１０，１６０

円 

    （イ）半館使用利用料金 

区分 アマチュアが使用すると

き 

アマチュア以外が使用す

るとき 

午前９時か

ら午後１時

まで 

４，５９０円 ２７，５４０円 

午後１時か

ら午後５時

まで 

４，５９０円 ２７，５４０円 

午後５時か

ら午後９時

まで 

９，２１０円 ５５，０８０円 

午前９時か

ら午後９時

まで 

１８，３６０円 １１０，１６０円 

時間外（１

時 間 に つ

き） 

２，２９０円 １３，７７０円 

    イ サブアリーナ 

    （ア）全館使用利用料金 

区分 アマチュアが使用すると アマチュア以外が使用す 



 き るとき 

午前９時か

ら午後１時

まで 

４，５９０円 ２７，５４０円 

午後１時か

ら午後５時

まで 

４，５９０円 ２７，５４０円 

午後５時か

ら午後９時

まで 

９，２１０円 ５５，０８０円 

午前９時か

ら午後９時

まで 

１８，３６０円 １１０，１６０円 

時間外（１

時 間 に つ

き） 

２，２９０円 １３，７７０円 

    （イ）半館使用利用料金 

区分 アマチュアが使用すると

き 

アマチュア以外が使用す

るとき 

午前９時か

ら午後１時

まで 

２，２９０円 １３，７７０円 

午後１時か

ら午後５時

まで 

２，２９０円 １３，７７０円 

午後５時か

ら午後９時

まで 

４，５９０円 ２７，５４０円 

午前９時か

ら午後９時 

９，１８０円 ５５，０８０円 



まで   

時間外（１

時 間 に つ

き） 

１，１４０円 ６，８８０円 

ウ 弓道場 

区分 一般 高校生 中学生以下 

昼間 

２時間以内 １，２９０円 ６２０円 ４６０円 

午前９時か

ら午後１時

まで 

２，５８０円 １，２４０円 ９３０円 

午後１時か

ら午後５時

まで 

３，３００円 １，５６０円 １，１００円 

夜間 

２時間以内 ２，５８０円 １，２４０円 ９３０円 

午後５時か

ら午後９時

まで 

５，１６０円 ２，４８０円 １，８６０円 

時間外（１時間に

つき） 

８１０円 ３８０円 ２５０円 

    エ 柔道場・剣道場 

    （ア）全館使用利用料金 

区分 一般 高校生 中学生以下 

 

 

 

昼間 

２時間以内 １，２９０円 ６２０円 ４６０円 

午前９時か

ら午後１時

まで 

２，５８０円 １，２４０円 ９３０円 

午後１時か

ら午後５時

まで 

３，３００円 １，５６０円 １，１００円 

夜間 ２時間以内 ２，５８０円 １，２４０円 ９３０円 



午後５時か

ら午後９時

まで 

５，１６０円 ２，４８０円 １，８６０円 

時間外（１時間に

つき） 

８１０円 ３８０円 ２５０円 

    （イ）半館使用利用料金 

区分 一般 高校生 中学生以下 

昼間 

２時間以内 ６４０円 ３１０円 ２３０円 

午前９時か

ら午後１時

まで 

１，２９０円 ６２０円 ４６０円 

午後１時か

ら午後５時

まで 

１，６５０円 ７８０円 ５５０円 

夜間 

２時間以内 １，２９０円 ６２０円 ４６０円 

午後５時か

ら午後９時

まで 

２，５８０円 １，２４０円 ９３０円 

時間外（１時間に

つき） 

４００円 １９０円 １２０円 

    オ バスケットコート 

区分 一般 中・高校生 小学生以下 

午前９時か

ら午後１時

まで 

２，８００円 １，４００円 ９３０円 

午後１時か

ら午後５時

まで 

２，８００円 １，４００円 ９３０円 

時間外（１ １，０５０円 ５２０円 ３４０円 



時 間 に つ

き） 

   

（２）個人使用利用料金 

    ア サブアリーナ 

区分 ２時間以内 ２時間を超えた場合１時間につき 

一般 ２２０円 １１０円 

中・高校生 １００円 ５０円 

小学生以下 ７０円 ３５円 

イ トレーニング室 

区分 ２時間以内 ２時間を超えた場合１時間につき 

一般 ２２０円 １１０円 

中・高校生 １００円 ５０円 

ウ 弓道場 

区分 ２時間以内 ２時間を超えた場合１時間につき 

一般 ２２０円 １１０円 

高校生 １００円 ５０円 

中学生以下 ７０円 ３５円 

  エ 柔道場・剣道場 

区分 ２時間以内 ２時間を超えた場合１時間につき 

一般 ２２０円 １１０円 

高校生 １００円 ５０円 

中学生以下 ７０円 ３５円 

（３）附属施設利用料金 

区分 金額 

多目的室１・２ １室１時間につき ５１０円 

会議室 ４時間につき ２，０４０円 

審判室 ４時間につき ２，０４０円 

放送室 ４時間につき ２，０４０円 

  （４）附属設備利用料金 



区分 金額 

空調設備

（冷暖房） 

メインアリーナ １時間につき ２，６４０円 

サブアリーナ １時間につき １，３２０円 

拡声装置 入 場

料 の

類 を

徴 収

し な

い 場

合 

アマチュア

が使用する

とき 

１時間につき ８０円 

アマチュア

以外が使用

するとき 

１時間につき １７０円 

入場料の類を徴収

する場合 

１時間につき ２６０円 

椅子 １脚につき １０円 

コインロッカー １回につき ２０円 

 （千葉市コミュニティセンター設置管理条例の一部改正） 

第２条 千葉市コミュニティセンター設置管理条例（昭和５４年千葉市

条例第５号）の一部を次のように改正する。 

 別表第１千葉市中央コミュニティセンターの項中「図書室 体育館

柔道場 剣道場」を「図書室」に改める。 

別表第２第２項中「柔道場・剣道場・」を削る。 

 （千葉市スポーツ施設設置管理条例の一部改正） 

第３条 千葉市スポーツ施設設置管理条例（平成３年千葉市条例第２３

号）の一部を次のように改正する。 

 第１条の表千葉市武道館の項を削る。 

別表第１千葉市武道館の項を削る。 

別表第２第９項中「柔道場・剣道場・弓道場・」を削り、同項第２

号の表柔道場の項、剣道場の項及び弓道場の項を削る。 

附 則 

１ この条例は、規則で定める日から施行する。ただし、次項の規定は、

公布の日から施行する。 



２ 第１条の規定による改正後の千葉市都市公園条例附則第６項前段の

規定による千葉公園の総合体育館及び第１駐車場の指定管理者の指定

の手続は、この条例の施行の日前においても行うことができる。 

３ この条例の施行の日前の千葉公園体育館、千葉市中央コミュニティ

センターの体育館、柔道場及び剣道場並びに千葉市武道館の使用に係

る利用料金の支払及び返還については、なお従前の例による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



千葉市条例第２１号 

千葉市立中学校設置条例等の一部を改正する条例 

（千葉市立中学校設置条例の一部改正） 

第１条 千葉市立中学校設置条例（昭和３９年千葉市条例第１６号）の

一部を次のように改正する。 

第２条の次に次の１条を加える。 

（分校） 

第３条 次表左欄に掲げる中学校に同表中欄に掲げる分校を置き、そ

の位置は、同表右欄に掲げるとおりとする。 

中学校 分校の名称 分校の位置 

千葉市立真砂中学校 かがやき分

校 

千葉市美浜区真砂５丁目１８

番１号 

（千葉市職員の特殊勤務手当支給条例の一部改正） 

第２条 千葉市職員の特殊勤務手当支給条例（昭和３７年千葉市条例第

２４号）の一部を次のように改正する。 

  第２条中第２７号を第２８号とし、第２１号から第２６号までを１

号ずつ繰り下げ、第２０号の次に次の１号を加える。 

（21）夜間において授業を行う学級を担当する職員の特殊勤務手当 

第１１条の２の次に次の１条を加える。 

  （夜間において授業を行う学級を担当する職員の特殊勤務手当） 

第１１条の３ 夜間において授業を行う学級を担当する職員の特殊勤

務手当は、夜間において授業を行う中学校に勤務する千葉市職員の

給与に関する条例別表第２の給料表（以下「教育職給料表」とい

う。）の適用を受ける職員のうち、夜間において授業を行う学級を

本務として担当するものが、夜間における授業等に従事したときに

支給する。 

別表第２中第２７項を第２８項とし、第２１項から第２６項までを

１項ずつ繰り下げ、第２０項の次に次の１項を加える。 

（21）夜間において

授業を行う学級 

夜間において授業

を行う学級の担当 

その属する職務の級が

教育職給料表の２級で 



を担当する職員

の特殊勤務手当 

業務 ある者（千葉市一般職

の任期付職員の採用に

関する条例（平成１７

年千葉市条例第３号）

第２条第１項の規定に

より任期を定めて採用

された職員（以下「特

定任期付職員」とい

う。）を除く。） 日

額 １，５００円（再

任用職員にあっては、

１，０００円） 

その属する職務の級が

教育職給料表の１級、

４級又は５級である者

（特定任期付職員を除

く。）  日額  １，

２００円 

その他規則で定める者 

 日額 １，５００円

を超えない範囲内にお

いて規則で定める額 

 （千葉市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例の一部改 

正） 

第３条 千葉市学校給食の実施及び学校給食費の管理に関する条例（平

成２９年千葉市条例第３２号）の一部を次のように改正する。 

第３条中「後期課程」の次に「並びに夜間において授業を行う中学

校のうち規則で定めるもの」を加える。 

（千葉市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例の一部改

正） 

第４条 千葉市会計年度任用職員の給与その他の給付に関する条例（令



和元年千葉市条例第３０号）の一部を次のように改正する。 

  第１２条中「常勤職員の例」の次に「（千葉市職員の特殊勤務手当

支給条例（昭和３７年千葉市条例第２４号）第２条第２１号の特殊勤

務手当は、その属する職務の級が給与条例別表第２の給料表の１級で

ある職員（特定任期付職員を除く。）の例）」を加える。 

附 則 

 この条例は、令和５年４月１日から施行する。 

 

 


